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1 . プロ ジ 工 ク トの 背景 一 目的
新 し い 7t電子共役化合物 で あ る ア ズ レ ン 類や架橋[1 0]ア ヌ レ ン核 を母体とす る種 々 の 誘導体
の 合成を行 い新規な有機 E L素子 の 開発 を行 っ て い る ｡ 特 に ア ズ レ ン 類で は有機電子輸送型 の
化合物の 中に 多の 化合物 を上 回る性 能を示す もの が あり , 特許 も申請 した所で ある｡ こ れ らの
化合物は ア ズ レ ン の 1位, 3 位に置換基 を有す る化合物 で あり, ホ ー ル 移動 に 有用 な化合物 で
あ る事が分か っ た . 従来 の フ タ ロ シ ア ニ ン 系化合物 に 比 べ て 輝度は僅 か に劣 るが 寿命は 2 - 4
倍と非常に長く実用的に も有望 で ある｡ そ の他性能的に も優れ た点が 多く有用 で ある ｡ これ ら
の 成果は 特許 と して 既 に申請 済み で ある ｡ こ の よ うな成果 を踏まえて , 更 に ア ズ レ ン の 置換基
を種 々 変えて発 展さ せ て有用 な化合物 の 合成に 取 り か か る 予定 で ある ｡ そ の 一 つ と して は , 長
い 共役を持 っ た含窒素共役化合物 で ある ｡ 更に新規な 冗 電子 系共役化合物で あ る架橋アヌ レ ン
を骨格とする化合物 を部分構造に 組み込ん だ発光材料を開発 中で ある ｡ また, 蛍光材料 と して
は ホ ウ素含有 7t電子 系有機化合物 , り ん光材料と して は 架橋ア ヌ レ ン類 の よ うな,T電子系化合
物を配位子 とする遷移金属錯体 の合成 とそ の 評価を行 っ て い る ｡
2 . 研究成果
新規な有機 E L発光素子と して ア ズ レ ン の 1-, 3 一 位に置換基を有する化合物を合成した ｡ そ の結
果これ らは発光素子と して従来使用されて い る化合物 よりも寿命が長い事が分かり有用で ある事から,
その成果をまとめて以下の通り, 特許 を取得した｡
題目 :｢ア ズ レ ン誘導体及 び これ を用 いた有機電界発光素子｣
内容 : ア ズ レ ン を基本骨格と した 1- , 3 一位に置換基 を有す るア ミノ 化合物が有機 E L素子
の材料と して従来の 素子 に 比 べ 寿命が 2- 4 倍長 い 非常に 良い性 質を持 つ 事が 分かり特許 を
出 した ｡
3 . プロ ジェ ク ト成果 ( 特許, 起業 , 技術移転等)
特許取得/発明の名称: ア ズ レ ン誘導体及びこれを用 いた有機電界発光素子
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4 . プロ ジ工 ク ト成果の応用 ･ 効果 ･ 構想
本研 究成果は , 有機 E L発光素子 と して 寿命 の点 で 有用 で あ る事 か ら市場 に 出せ る と考えら
れ る ｡
5 . 利用施設
･ プ ロ ジ ェ ク ト実施の ため に利用 した vB L の施設名 :6 0 0 M Hz F T｣N M R, M a ss ス ペ ク ト
ル 測定装置, お よび資料作成室 ｡
･ 利用内 : 新規有機 E L素材とな る新規化合物類 の各合成段階の 化合物 に つ い て ス ペ ク ト
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ル の 測定を行い , 構造決 定を行 っ た . また , その 評価も行 っ た,
頻度等 : 年間約 2 0 0件の 測定を行 っ た .
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